
一般財団法人高分子研究所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発の研究を奨励し、高分子科学の発研究を奨励し、高分子科学の発奨励し、高分子科学の発し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発の研究を奨励し、高分子科学の発発

展にに寄与することを目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びすることを奨励し、高分子科学の発目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びとして、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発に関する研究、高分子の基礎並びする研究、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発高分子の研究を奨励し、高分子科学の発基礎並びび

に応用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下のに関する研究、高分子の基礎並びする研究会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発事業を行っている。平成３０年度には以下のを奨励し、高分子科学の発行っている。平成３０年度には以下のっている。平成３０年度には以下の平成３０年度には以下のには以下のの研究を奨励し、高分子科学の発

事業を行っている。平成３０年度には以下のを奨励し、高分子科学の発計画している。している。平成３０年度には以下の

（１） 当研究所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発研究員による高分子研究の実施による高分子研究の研究を奨励し、高分子科学の発実施

　研究員による高分子研究の実施（研究グループ代表者）代表者）

　　　青島貞人　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院理学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻教授

　　　　鬼塚清孝　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院理学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻教授

　　　　山口浩靖　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院理学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻教授

　　　井上正志　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院理学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻教授

　　　橋爪章仁　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院理学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻教授

　　　今田勝巳　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院理学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻教授

　　　佐藤尚弘　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院理学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻教授

　　　宇山　浩　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院工学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科応用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下の化学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻教授

　　　中川敦史　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院蛋白質研究所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発教授

　　　後藤祐児　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院蛋白質研究所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発教授

　　　栗栖源嗣　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院蛋白質研究所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発教授

（各グループ研究計画は次項以降に記載）グループ代表者）研究計画している。は次項以降に記載）に記載）

（２） 自然共生高分子セミナーの研究を奨励し、高分子科学の発開催　随時（年１０回程度には以下の）

世界中から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。の研究を奨励し、高分子科学の発研究を奨励し、高分子科学の発行っている。平成３０年度には以下のっている高分子研究者を奨励し、高分子科学の発迎え、講演。え、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発講演。平成３０年度には以下の

一般にも公開しており、参加費無料で聴講することができる。公開しており、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発参加費無料で聴講することができる。で聴講することができる。聴講することがで聴講することができる。きる。平成３０年度には以下の

（３） 第２３回産学の研究を奨励し、高分子科学の発高分子研究会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発開催　平成３０年６月（予定）

産業を行っている。平成３０年度には以下の界から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。高分子研究所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発の研究を奨励し、高分子科学の発最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。の研究を奨励し、高分子科学の発お話を聴くと同時に、大学の研究者を奨励し、高分子科学の発聴くと同時に、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発の研究を奨励し、高分子科学の発研究者

から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。も公開しており、参加費無料で聴講することができる。最近の研究について講演し、お互いにディスカッションをする。の研究を奨励し、高分子科学の発研究について講演し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発お互いにディスカッションをする。いにディスカッションをする。を奨励し、高分子科学の発する。平成３０年度には以下の

一般にも公開しており、参加費無料で聴講することができる。公開している。平成３０年度には以下の

（４） 講演会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発開催　平成３１年３月（予定）

大学の研究を奨励し、高分子科学の発・企業を行っている。平成３０年度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発研究者から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発最新の研究について講演。産学間で議論するの研究を奨励し、高分子科学の発研究について講演。平成３０年度には以下の産学の研究を奨励し、高分子科学の発間で議論するで聴講することができる。議論するする。平成３０年度には以下の

一般にも公開しており、参加費無料で聴講することができる。公開している。平成３０年度には以下の



（１）制御カチオン重合が困難な系における高分子精密合成法の検討カチオンをする。重合が困難な系における高分子精密合成法の検討が困難な系における高分子精密合成法の検討な系における高分子精密合成法の検討系における高分子精密合成法の検討における高分子精密合が困難な系における高分子精密合成法の検討成法の研究を奨励し、高分子科学の発検討

（阪大院理）青島 貞人、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発金澤 有紘

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び・計画している。】

　我々はこれまで、リビングカチはこれまで聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発リビンをする。グカチオンをする。重合が困難な系における高分子精密合成法の検討やビニル付加・開環同時カチオン共ビニル付加・開環同時カチオンをする。共

重合が困難な系における高分子精密合成法の検討系における高分子精密合成法の検討により、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発刺激応答性などの機能性な系における高分子精密合成法の検討どの研究を奨励し、高分子科学の発機能性などの機能性を奨励し、高分子科学の発有するポリマーやビニル付加・開環同時カチオン共ビニル化合が困難な系における高分子精密合成法の検討物と環と環

状エーテルの共重合体などエーテルの研究を奨励し、高分子科学の発共重合が困難な系における高分子精密合成法の検討体などな系における高分子精密合成法の検討どを奨励し、高分子科学の発合が困難な系における高分子精密合成法の検討成してきた。平成３０年度には以下の今年度には以下のは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発従来のカチオン重合での研究を奨励し、高分子科学の発カチオンをする。重合が困難な系における高分子精密合成法の検討で聴講することができる。

は制御カチオン重合が困難な系における高分子精密合成法の検討困難な系における高分子精密合成法の検討で聴講することができる。あった様々はこれまで、リビングカチな系における高分子精密合成法の検討重合が困難な系における高分子精密合成法の検討系における高分子精密合成法の検討の研究を奨励し、高分子科学の発設計法を奨励し、高分子科学の発見直し、新しい機能性材料の創製し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発新の研究について講演。産学間で議論するしい機能性などの機能性材料で聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発創製

を奨励し、高分子科学の発目指す。たとえば、ジアルデヒドを用いた制御カチオン共重合による鎖状ポす。平成３０年度には以下のたとえば、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発ジアルデヒドを用いた制御カチオン共重合による鎖状ポを奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下のいた制御カチオン重合が困難な系における高分子精密合成法の検討カチオンをする。共重合が困難な系における高分子精密合成法の検討による鎖状エーテルの共重合体などポ

リマーの研究を奨励し、高分子科学の発合が困難な系における高分子精密合成法の検討成、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発酸による副反応が起こりやすいモノマー群の制御カチオン重合による副反応が起こりやすいモノマー群の制御カチオン重合こりやビニル付加・開環同時カチオン共すいモノマー群の制御カチオン重合の研究を奨励し、高分子科学の発制御カチオン重合が困難な系における高分子精密合成法の検討カチオンをする。重合が困難な系における高分子精密合成法の検討

イオンをする。液体など型側鎖を奨励し、高分子科学の発含むブロックコポリマーの精密合成と低い濃度での温度応むブロックコポリマーの精密合成と低い濃度での温度応ブロックコポリマーの研究を奨励し、高分子科学の発精密合が困難な系における高分子精密合成法の検討成と低い濃度での温度応い濃度には以下ので聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発温度には以下の応

答物と環理ゲル化、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発ビニルエーテルと環状エーテルの共重合体などエステルの研究を奨励し、高分子科学の発ビニル付加カチオンをする。･配位同配位同

時共重合が困難な系における高分子精密合成法の検討によるグラフトコポリマーの研究を奨励し、高分子科学の発合が困難な系における高分子精密合成法の検討成、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発カチオンをする。多元共重合が困難な系における高分子精密合成法の検討系における高分子精密合成法の検討な系における高分子精密合成法の検討どを奨励し、高分子科学の発検討

する。平成３０年度には以下の

（２）イソシアニドを用いた制御カチオン共重合による鎖状ポを奨励し、高分子科学の発基盤とした新規精密環化重合反応の開拓とした新の研究について講演。産学間で議論する規精密環化重合が困難な系における高分子精密合成法の検討反応の研究を奨励し、高分子科学の発開拓

（阪大院理）鬼塚清孝、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発岡村高明、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発神林直し、新しい機能性材料の創製哉

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】近の研究について講演し、お互いにディスカッションをする。年、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発材料で聴講することができる。科学の研究を奨励し、高分子科学の発に要求される性能はますます高度化かつ多様化しておされる性などの機能性能はますます高度には以下の化かつ多様化してお

り、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発従来のカチオン重合で型の研究を奨励し、高分子科学の発材料で聴講することができる。改良では限界があるのが現状である。そこで、新規機能性マで聴講することができる。は限界があるの研究を奨励し、高分子科学の発が現状エーテルの共重合体などで聴講することができる。ある。平成３０年度には以下のそこで聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発新の研究について講演。産学間で議論する規機能性などの機能性マ

テリアルの研究を奨励し、高分子科学の発創成を奨励し、高分子科学の発目指す。たとえば、ジアルデヒドを用いた制御カチオン共重合による鎖状ポし、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発多種多様な系における高分子精密合成法の検討高性などの機能性能、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発高機能高分子の研究を奨励し、高分子科学の発新の研究について講演。産学間で議論する規合が困難な系における高分子精密合成法の検討成法の研究を奨励し、高分子科学の発開

発が求される性能はますます高度化かつ多様化しておめら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。れている。平成３０年度には以下の一方、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発高分子合が困難な系における高分子精密合成法の検討成において有機金属錯体などは独自の研究を奨励し、高分子科学の発重合が困難な系における高分子精密合成法の検討触

媒活性などの機能性を奨励し、高分子科学の発示すことから様々なモノマーを用いた重合を可能とし、配位子や反応すことから最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。様々はこれまで、リビングカチな系における高分子精密合成法の検討モノマーを奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下のいた重合が困難な系における高分子精密合成法の検討を奨励し、高分子科学の発可能とし、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発配位子やビニル付加・開環同時カチオン共反応

条件を工夫することで高分子の主鎖構造を厳密に制御した精密重合へも展開さを奨励し、高分子科学の発工夫することで高分子の主鎖構造を厳密に制御した精密重合へも展開さすることで聴講することができる。高分子の研究を奨励し、高分子科学の発主鎖構造を厳密に制御した精密重合へも展開さを奨励し、高分子科学の発厳密に制御カチオン重合が困難な系における高分子精密合成法の検討した精密重合が困難な系における高分子精密合成法の検討へも公開しており、参加費無料で聴講することができる。展に開さ



れている。平成３０年度には以下の本研究で聴講することができる。は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発有機金属錯体などを奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下のいた新の研究について講演。産学間で議論する規重合が困難な系における高分子精密合成法の検討反応の研究を奨励し、高分子科学の発開発及び、得らび、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発得らら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。

れた高分子の研究を奨励し、高分子科学の発機能化を奨励し、高分子科学の発行っている。平成３０年度には以下のうことで聴講することができる。新の研究について講演。産学間で議論する規機能性などの機能性高分子合が困難な系における高分子精密合成法の検討成反応の研究を奨励し、高分子科学の発確立を目的としを奨励し、高分子科学の発目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びとし

ている。平成３０年度には以下の

【計画している。】次年度には以下のは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発イソシアニドを用いた制御カチオン共重合による鎖状ポと不飽和炭化水素の分子内交互挿入を伴う重の研究を奨励し、高分子科学の発分子内交互いにディスカッションをする。挿入を伴う重を奨励し、高分子科学の発伴う重う重

合が困難な系における高分子精密合成法の検討系における高分子精密合成法の検討の研究を奨励し、高分子科学の発開発を奨励し、高分子科学の発行っている。平成３０年度には以下のう。平成３０年度には以下の今まで聴講することができる。に我々はこれまで、リビングカチは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発アリールイソシアニドを用いた制御カチオン共重合による鎖状ポの研究を奨励し、高分子科学の発オルト位に不飽

和炭化水素の分子内交互挿入を伴う重を奨励し、高分子科学の発有する基質を奨励し、高分子科学の発設計し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発イソシアニドを用いた制御カチオン共重合による鎖状ポと不飽和炭化水素の分子内交互挿入を伴う重の研究を奨励し、高分子科学の発連続挿入を伴う重

が効率的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びに進行っている。平成３０年度には以下のし窒素の分子内交互挿入を伴う重含むブロックコポリマーの精密合成と低い濃度での温度応有ヘテロ環が合が困難な系における高分子精密合成法の検討成で聴講することができる。きることを奨励し、高分子科学の発報告している。この反している。平成３０年度には以下のこの研究を奨励し、高分子科学の発反

応を奨励し、高分子科学の発重合が困難な系における高分子精密合成法の検討反応へと展に開することがで聴講することができる。きれば、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発窒素の分子内交互挿入を伴う重含むブロックコポリマーの精密合成と低い濃度での温度応有ヘテロ環を奨励し、高分子科学の発主鎖に含むブロックコポリマーの精密合成と低い濃度での温度応むブロックコポリマーの精密合成と低い濃度での温度応新の研究について講演。産学間で議論する

規の研究を奨励し、高分子科学の発高分子が期待される。現在、萌芽的な知見としてアセチレンを不飽和炭化される。平成３０年度には以下の現在、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発萌芽的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな系における高分子精密合成法の検討知見としてアセチレンをする。を奨励し、高分子科学の発不飽和炭化

水素の分子内交互挿入を伴う重として持つ場合、有機パラジウム錯体を開始剤とすることで、交互挿入反つ場合が困難な系における高分子精密合成法の検討、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発有機パラジウム錯体を開始剤とすることで、交互挿入反錯体などを奨励し、高分子科学の発開始剤とすることで、交互挿入反とすることで聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発交互いにディスカッションをする。挿入を伴う重反

応（アセチレンをする。挿入を伴う重率 67 ％）が進行っている。平成３０年度には以下のし主鎖にインをする。ドを用いた制御カチオン共重合による鎖状ポール骨格を含む高分子のを奨励し、高分子科学の発含むブロックコポリマーの精密合成と低い濃度での温度応むブロックコポリマーの精密合成と低い濃度での温度応高分子の研究を奨励し、高分子科学の発

合が困難な系における高分子精密合成法の検討成を奨励し、高分子科学の発可能にしている。平成３０年度には以下のこれら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。を奨励し、高分子科学の発発展にさせオレフィンやアレンなど他の不飽和オレフィンをする。やビニル付加・開環同時カチオン共アレンをする。な系における高分子精密合成法の検討ど他の不飽和の研究を奨励し、高分子科学の発不飽和

炭化水素の分子内交互挿入を伴う重を奨励し、高分子科学の発有するモノマーについても公開しており、参加費無料で聴講することができる。検討を奨励し、高分子科学の発行っている。平成３０年度には以下のう。平成３０年度には以下の

（３）分子認識に基づく機能性超分子材料・システムの創製に基づく機能性などの機能性超分子材料で聴講することができる。・システム錯体を開始剤とすることで、交互挿入反の研究を奨励し、高分子科学の発創製

（超分子機能化学の研究を奨励し、高分子科学の発研究室）山口浩靖・高島義徳

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】本研究で聴講することができる。は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発分子認識に基づく機能性超分子材料・システムの創製を奨励し、高分子科学の発介して特定の分子間で複合体を形成させたりして特定の研究を奨励し、高分子科学の発分子間で議論するで聴講することができる。複合が困難な系における高分子精密合成法の検討体などを奨励し、高分子科学の発形成させオレフィンやアレンなど他の不飽和たり

材料で聴講することができる。構成ユニットを奨励し、高分子科学の発複数の相互作用により特異的に自己組織化させたりするこの研究を奨励し、高分子科学の発相互いにディスカッションをする。作用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下のにより特異的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びに自己組織化させオレフィンやアレンなど他の不飽和たりするこ

とで聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発特異な系における高分子精密合成法の検討反応場とな系における高分子精密合成法の検討る超分子錯体など（１）やビニル付加・開環同時カチオン共刺激応答機能を奨励し、高分子科学の発示すことから様々なモノマーを用いた重合を可能とし、配位子や反応す超分子材料で聴講することができる。

（２）を奨励し、高分子科学の発創製する。平成３０年度には以下の

【計画している。】（１）生体など高分子、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発特にモノクローナル抗体などの研究を奨励し、高分子科学の発優れた分子認識能を利れた分子認識に基づく機能性超分子材料・システムの創製能を奨励し、高分子科学の発利

用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下のした機能性などの機能性触媒の研究を奨励し、高分子科学の発開発を奨励し、高分子科学の発行っている。平成３０年度には以下のう。平成３０年度には以下の遷移金属錯体などととも公開しており、参加費無料で聴講することができる。にモノマーを奨励し、高分子科学の発取り込むこり込むこむブロックコポリマーの精密合成と低い濃度での温度応こ

とがで聴講することができる。きるような系における高分子精密合成法の検討モノクローナル抗体などを奨励し、高分子科学の発作製する。平成３０年度には以下の金属錯体など－抗体など複合が困難な系における高分子精密合成法の検討体などを奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下の



いて、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発水系における高分子精密合成法の検討かつ温和な系における高分子精密合成法の検討条件を工夫することで高分子の主鎖構造を厳密に制御した精密重合へも展開さで聴講することができる。立を目的とし体など規則性などの機能性ポリマーが生成するような系における高分子精密合成法の検討触媒を奨励し、高分子科学の発開発

する。平成３０年度には以下の

（２）シクロデキストリンをする。（CD）を奨励し、高分子科学の発導入を伴う重した超分子材料で聴講することができる。を奨励し、高分子科学の発合が困難な系における高分子精密合成法の検討成し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発従来のカチオン重合での研究を奨励し、高分子科学の発高

分子材料で聴講することができる。・超分子材料で聴講することができる。が実現しな系における高分子精密合成法の検討かった力学の研究を奨励し、高分子科学の発物と環性などの機能性と刺激応答機能を奨励し、高分子科学の発有する生体など

適合が困難な系における高分子精密合成法の検討性などの機能性材料で聴講することができる。を奨励し、高分子科学の発創製する。平成３０年度には以下の機能創製の研究を奨励し、高分子科学の発要所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発とな系における高分子精密合成法の検討る材料で聴講することができる。内部での分子の動的な会合で聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発分子の研究を奨励し、高分子科学の発動的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな系における高分子精密合成法の検討会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下の合が困難な系における高分子精密合成法の検討

挙動と力学の研究を奨励し、高分子科学の発物と環性などの機能性・応答機能との研究を奨励し、高分子科学の発関する研究、高分子の基礎並び係を解明する。高分子鎖間の架橋部位に、可を奨励し、高分子科学の発解明する。平成３０年度には以下の高分子鎖間で議論するの研究を奨励し、高分子科学の発架橋部での分子の動的な会合位に、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発可

逆的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな系における高分子精密合成法の検討結合が困難な系における高分子精密合成法の検討、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発可動性などの機能性ユニット、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発[c2]Daisy chainc2]Daisy chain]Daisy chainDaisy chain型構造を厳密に制御した精密重合へも展開さユニットを奨励し、高分子科学の発導入を伴う重する。平成３０年度には以下の

これら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。の研究を奨励し、高分子科学の発架橋形式は従来の高分子材料・バイオマテリアルには無い機能を生みは従来のカチオン重合での研究を奨励し、高分子科学の発高分子材料で聴講することができる。・バイオマテリアルには無い機能を奨励し、高分子科学の発生み

出すことが期待される。すことが期待される。現在、萌芽的な知見としてアセチレンを不飽和炭化される。平成３０年度には以下の

（４）半屈曲性などの機能性高分子の研究を奨励し、高分子科学の発粘弾性などの機能性と複屈折

（阪大院理）井上正志、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発浦川　理，片島拓弥

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】鎖長Lが持つ場合、有機パラジウム錯体を開始剤とすることで、交互挿入反続長Lpと同程度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発半屈曲性などの機能性高分子は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発ライオトロピック液

晶性などの機能性を奨励し、高分子科学の発示すことから様々なモノマーを用いた重合を可能とし、配位子や反応す。平成３０年度には以下の相転移濃度には以下の近の研究について講演し、お互いにディスカッションをする。傍の等方相では、からみ合い点間長の研究を奨励し、高分子科学の発等の事業を行っている。平成３０年度には以下の方相で聴講することができる。は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。み合が困難な系における高分子精密合成法の検討い点間で議論する長Leが, Lpより小

さくな系における高分子精密合成法の検討る緻密から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。み合が困難な系における高分子精密合成法の検討い系における高分子精密合成法の検討とな系における高分子精密合成法の検討り，セグメンをする。トの研究を奨励し、高分子科学の発配向緩和モードを用いた制御カチオン共重合による鎖状ポに加えて、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発曲

げと伸長モードを用いた制御カチオン共重合による鎖状ポが粘弾性などの機能性に寄与することを目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びすると考えられる。緻密からみ合い系を実験的えら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。れる。平成３０年度には以下の緻密から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。み合が困難な系における高分子精密合成法の検討い系における高分子精密合成法の検討を奨励し、高分子科学の発実験的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び

に創出すことが期待される。し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発その研究を奨励し、高分子科学の発ダイナミクスを奨励し、高分子科学の発理解することを奨励し、高分子科学の発目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びとする。平成３０年度には以下の

【計画している。】セルローストリスカルバメートを奨励し、高分子科学の発モデル高分子とし、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発粘弾性などの機能性測定に加

えて複屈折測定を奨励し、高分子科学の発実施し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発配向緩和、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発曲げ、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発伸長モードを用いた制御カチオン共重合による鎖状ポの研究を奨励し、高分子科学の発定量的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び分離を行い、を奨励し、高分子科学の発行っている。平成３０年度には以下のい、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発

その研究を奨励し、高分子科学の発ダイナミクスを奨励し、高分子科学の発明ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。かにする。平成３０年度には以下の

（５）精密高分子を奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下のした高分子性などの機能性の研究を奨励し、高分子科学の発理解と高性などの機能性能高分子の研究を奨励し、高分子科学の発創製



（阪大院理）橋爪 章仁

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】われわれは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発独自に設計、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発合が困難な系における高分子精密合成法の検討成した精密高分子を奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下のいて高分子の研究を奨励し、高分子科学の発本質

（高分子性などの機能性）の研究を奨励し、高分子科学の発理解を奨励し、高分子科学の発目指す。たとえば、ジアルデヒドを用いた制御カチオン共重合による鎖状ポしている。平成３０年度には以下のまた、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発高分子性などの機能性を奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下のした高性などの機能性能高分子

の研究を奨励し、高分子科学の発開発も公開しており、参加費無料で聴講することができる。目指す。たとえば、ジアルデヒドを用いた制御カチオン共重合による鎖状ポしている。平成３０年度には以下のわれわれは 3-アジドを用いた制御カチオン共重合による鎖状ポ-1-プ代表者）ロピンをする。 (AP) AP) ) 誘導体などを奨励し、高分子科学の発モノ

マーとして、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発銅(AP) I))触媒アジドを用いた制御カチオン共重合による鎖状ポ・アルキンをする。環化付加 (AP) CuAAC) 重合が困難な系における高分子精密合成法の検討することによ

り、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発主鎖中に高密度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発トリアゾール環を奨励し、高分子科学の発有する新の研究について講演。産学間で議論する規高分子を奨励し、高分子科学の発開発してきた。平成３０年度には以下の平

成 30年度には以下のは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発平成 2]Daisy chain9年度には以下のに合が困難な系における高分子精密合成法の検討成したブロックコポリマーの研究を奨励し、高分子科学の発水溶液物と環性などの機能性を奨励し、高分子科学の発調査

するととも公開しており、参加費無料で聴講することができる。に、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発逐次 CuAAC重合が困難な系における高分子精密合成法の検討による精密高分子の研究を奨励し、高分子科学の発開発を奨励し、高分子科学の発行っている。平成３０年度には以下のう。平成３０年度には以下のまた、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発ホルム錯体を開始剤とすることで、交互挿入反

アルデヒドを用いた制御カチオン共重合による鎖状ポの研究を奨励し、高分子科学の発オリゴマー化（ホルモース反応）による単糖の選択的形成についの研究を奨励し、高分子科学の発選択的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び形成につい

ても公開しており、参加費無料で聴講することができる。調査を奨励し、高分子科学の発行っている。平成３０年度には以下のう。平成３０年度には以下の

【計画している。】AP) の研究を奨励し、高分子科学の発 CuAAC重合が困難な系における高分子精密合成法の検討によって得らら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。れるポリエチレンをする。グリコールとの研究を奨励し、高分子科学の発ブロッ

クコポリマーを奨励し、高分子科学の発合が困難な系における高分子精密合成法の検討成した。平成３０年度には以下の平成 30年度には以下のは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発種々はこれまで、リビングカチの研究を奨励し、高分子科学の発鎖長を奨励し、高分子科学の発有するブロックコポリ

マーの研究を奨励し、高分子科学の発水溶液中における会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下の合が困難な系における高分子精密合成法の検討特性などの機能性、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発特に下の限臨界溶液温度には以下の型相分離を行い、挙動につい

て調査する。平成３０年度には以下のまた、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発種々はこれまで、リビングカチの研究を奨励し、高分子科学の発置換基を奨励し、高分子科学の発有する AP) 誘導体などを奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下のいて、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発CuAAC重合が困難な系における高分子精密合成法の検討を奨励し、高分子科学の発逐

次的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びに行っている。平成３０年度には以下のうことにより、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発精密高分子の研究を奨励し、高分子科学の発合が困難な系における高分子精密合成法の検討成を奨励し、高分子科学の発行っている。平成３０年度には以下のう。平成３０年度には以下のさら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。に、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発ホルモース反応に

ついて、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発平成 30年度には以下のは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発特にマイクロ波照射による効果を調査する。による効果を調査する。を奨励し、高分子科学の発調査する。平成３０年度には以下の

（６）べん毛モーターの回転負荷センサー蛋白質の構造解析毛モーターの回転負荷センサー蛋白質の構造解析モーターの研究を奨励し、高分子科学の発回転負荷センサー蛋白質の構造解析センをする。サー蛋白質の研究を奨励し、高分子科学の発構造を厳密に制御した精密重合へも展開さ解析
（阪大院理）今田勝巳、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発金子文俊、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発川口辰也

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】細菌べん毛モーターは、べん毛モーターの回転負荷センサー蛋白質の構造解析毛モーターの回転負荷センサー蛋白質の構造解析モーターは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発固定子ユニット中を奨励し、高分子科学の発イオンをする。が通過する際に生する際に生に生

じる固定子と回転子の研究を奨励し、高分子科学の発相互いにディスカッションをする。作用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下のにより回転する。平成３０年度には以下の最近の研究について講演し、お互いにディスカッションをする。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発べん毛モーターの回転負荷センサー蛋白質の構造解析毛モーターの回転負荷センサー蛋白質の構造解析モーターには、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発

回転負荷センサー蛋白質の構造解析に応じてトルクを奨励し、高分子科学の発調節するしくみの存在し、するしくみの研究を奨励し、高分子科学の発存在し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発固定子ユニットに付随す



る蛋白質で聴講することができる。ある FliLが関する研究、高分子の基礎並び係を解明する。高分子鎖間の架橋部位に、可することが明ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。かにな系における高分子精密合成法の検討った。平成３０年度には以下のまた、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発モーターにかか

る負荷センサー蛋白質の構造解析によって周囲の環境を感知しバイオフィルム形成を開始するなど、べんの研究を奨励し、高分子科学の発環境を感知しバイオフィルム形成を開始するなど、べんを奨励し、高分子科学の発感知しバイオフィルム錯体を開始剤とすることで、交互挿入反形成を奨励し、高分子科学の発開始するな系における高分子精密合成法の検討ど、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発べん毛モーターの回転負荷センサー蛋白質の構造解析

毛モーターの回転負荷センサー蛋白質の構造解析モーターが粘性などの機能性環境を感知しバイオフィルム形成を開始するなど、べんやビニル付加・開環同時カチオン共表面環境を感知しバイオフィルム形成を開始するなど、べんを奨励し、高分子科学の発感知するメカノセンをする。サーとして働くこともくことも公開しており、参加費無料で聴講することができる。

分かってきた。平成３０年度には以下のそこで聴講することができる。今年度には以下のは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発メカノセンをする。シンをする。グに重要と考えられる。緻密からみ合い系を実験的えら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。れる FliLの研究を奨励し、高分子科学の発

構造を厳密に制御した精密重合へも展開さ解析に取り込むこり組むブロックコポリマーの精密合成と低い濃度での温度応。平成３０年度には以下の

【計画している。】FliLの研究を奨励し、高分子科学の発さまざまな系における高分子精密合成法の検討フラグメンをする。トおよび固定子蛋白質を奨励し、高分子科学の発発現する系における高分子精密合成法の検討を奨励し、高分子科学の発構

築し、精製・結晶化を行う。結晶作成に成功したものから構造解析を行うと共し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発精製・結晶化を奨励し、高分子科学の発行っている。平成３０年度には以下のう。平成３０年度には以下の結晶作成に成功したものから構造解析を行うと共したも公開しており、参加費無料で聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。構造を厳密に制御した精密重合へも展開さ解析を奨励し、高分子科学の発行っている。平成３０年度には以下のうと共

に、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発集合が困難な系における高分子精密合成法の検討体などの研究を奨励し、高分子科学の発形成条件を工夫することで高分子の主鎖構造を厳密に制御した精密重合へも展開さを奨励し、高分子科学の発電子顕微鏡、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発SEC、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発光散乱法等の事業を行っている。平成３０年度には以下のを奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下のいて明ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。かにする。平成３０年度には以下の

（７）多糖の選択的形成につい誘導体などの研究を奨励し、高分子科学の発溶液中で聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発分子形態とキラル分離挙動とキラル分離を行い、挙動

（阪大院理）佐藤尚弘、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発寺尾　憲

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】多糖の選択的形成につい誘導体などの研究を奨励し、高分子科学の発一つで聴講することができる。あるアミローストリス（3,5-ジメチルフェニルカ

ルバメート）（ADMPC）は光学の研究を奨励し、高分子科学の発異性などの機能性体など分離を行い、カラム錯体を開始剤とすることで、交互挿入反の研究を奨励し、高分子科学の発担体などとして広く用いられく用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下のいら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。れ

ている。平成３０年度には以下のこの研究を奨励し、高分子科学の発光学の研究を奨励し、高分子科学の発異性などの機能性体など分離を行い、カラム錯体を開始剤とすることで、交互挿入反の研究を奨励し、高分子科学の発性などの機能性能は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発基材で聴講することができる。あるシリカへの研究を奨励し、高分子科学の発多糖の選択的形成につい誘導

体などの研究を奨励し、高分子科学の発固定化方法に強く依存することが知られているが、その理由については必く依存することが知ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。れているが、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発その研究を奨励し、高分子科学の発理由については必については必

ずしも公開しており、参加費無料で聴講することができる。明ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。かにな系における高分子精密合成法の検討っていな系における高分子精密合成法の検討い。平成３０年度には以下の最近の研究について講演し、お互いにディスカッションをする。我々はこれまで、リビングカチは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発環状エーテルの共重合体などアミロースから最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。環状エーテルの共重合体などの研究を奨励し、高分子科学の発

ADMPC（cADMPC）を奨励し、高分子科学の発合が困難な系における高分子精密合成法の検討成し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発その研究を奨励し、高分子科学の発溶液中における分子形態とキラル分離挙動を奨励し、高分子科学の発精密に調査し

た。平成３０年度には以下のその研究を奨励し、高分子科学の発結果を調査する。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発cADMPC は ADMPC よりも公開しており、参加費無料で聴講することができる。局所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びに引き伸ばされたらせん構造き伸ばされたら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。せオレフィンやアレンなど他の不飽和ん毛モーターの回転負荷センサー蛋白質の構造解析構造を厳密に制御した精密重合へも展開さ

を奨励し、高分子科学の発持つ場合、有機パラジウム錯体を開始剤とすることで、交互挿入反つこと、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発そして環状エーテルの共重合体など鎖の研究を奨励し、高分子科学の発剛直し、新しい機能性材料の創製性などの機能性が ADMPC より低い濃度での温度応いことを奨励し、高分子科学の発見出すことが期待される。した。平成３０年度には以下のそこ

で聴講することができる。本研究で聴講することができる。は ADMPC及び、得らび cADMPC を奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下のいてキラルカラム錯体を開始剤とすることで、交互挿入反を奨励し、高分子科学の発作製して光学の研究を奨励し、高分子科学の発異性などの機能性

体などの研究を奨励し、高分子科学の発分離を行い、能を奨励し、高分子科学の発詳細に調べ、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発多糖の選択的形成につい誘導体などの研究を奨励し、高分子科学の発局所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発分子形態とキラル分離挙動との研究を奨励し、高分子科学の発相関する研究、高分子の基礎並びを奨励し、高分子科学の発明ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。かにする

ことを奨励し、高分子科学の発目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びとする。平成３０年度には以下の

【計画している。】本研究で聴講することができる。は ADMPC及び、得らび cADMPC について物と環理吸着法、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発そして化学の研究を奨励し、高分子科学の発結



合が困難な系における高分子精密合成法の検討法を奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下のいてシリカ粒子に多糖の選択的形成につい誘導体など分子を奨励し、高分子科学の発結合が困難な系における高分子精密合成法の検討させオレフィンやアレンなど他の不飽和、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発不斉中心をもつ様々なを奨励し、高分子科学の発も公開しており、参加費無料で聴講することができる。つ様々はこれまで、リビングカチな系における高分子精密合成法の検討

低い濃度での温度応分子の研究を奨励し、高分子科学の発キラル分離を行い、挙動を奨励し、高分子科学の発調査し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発溶液中で聴講することができる。線状エーテルの共重合体など鎖と環状エーテルの共重合体など鎖に見ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。れる局所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発構

造を厳密に制御した精密重合へも展開さの研究を奨励し、高分子科学の発違いが、光学異性体の分離能にどのように影響するのかについて調べる。いが、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発光学の研究を奨励し、高分子科学の発異性などの機能性体などの研究を奨励し、高分子科学の発分離を行い、能にどの研究を奨励し、高分子科学の発ように影響するのかについて調べる。するの研究を奨励し、高分子科学の発かについて調べる。平成３０年度には以下の

さら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。にシリカ表面への研究を奨励し、高分子科学の発多糖の選択的形成につい誘導体など分子の研究を奨励し、高分子科学の発吸着状エーテルの共重合体など態とキラル分離挙動を奨励し、高分子科学の発確認するため、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発電子顕微鏡

やビニル付加・開環同時カチオン共原子間で議論する力顕微鏡を奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下のいて観察する。する。平成３０年度には以下の

（８）ナノセルロースを奨励し、高分子科学の発基盤とした新規精密環化重合反応の開拓とする機能材料で聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発開発

（阪大院工）宇山　浩、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発麻生隆彬、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発辻本　敬

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】酢酸による副反応が起こりやすいモノマー群の制御カチオン重合菌べん毛モーターは、が産出すことが期待される。するバクテリアセルロース（BC）はハイドを用いた制御カチオン共重合による鎖状ポロゲルとして

得らら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。れる。平成３０年度には以下のBCゲルは面方向においてはナノファイバーの研究を奨励し、高分子科学の発ネットワーク構造を厳密に制御した精密重合へも展開さを奨励し、高分子科学の発

有するが、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発厚み方向み方向にはミクロンをする。サイズの層状構造をもつという異方性を有しの研究を奨励し、高分子科学の発層状エーテルの共重合体など構造を厳密に制御した精密重合へも展開さを奨励し、高分子科学の発も公開しており、参加費無料で聴講することができる。つという異方性などの機能性を奨励し、高分子科学の発有し

ている。平成３０年度には以下の本研究で聴講することができる。はこの研究を奨励し、高分子科学の発特異な系における高分子精密合成法の検討構造を厳密に制御した精密重合へも展開さを奨励し、高分子科学の発活かした機能材料で聴講することができる。として、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発温度には以下の応答性などの機能性ポ

リマーとの研究を奨励し、高分子科学の発複合が困難な系における高分子精密合成法の検討化による異方な系における高分子精密合成法の検討膨潤－収縮挙動を奨励し、高分子科学の発有する材料で聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発開発を奨励し、高分子科学の発目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びとす

る。平成３０年度には以下の

【計画している。】本年度には以下のは BC の研究を奨励し、高分子科学の発層状エーテルの共重合体など構造を厳密に制御した精密重合へも展開さに着目し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発その研究を奨励し、高分子科学の発層間で議論するに温度には以下の応答性などの機能性材料で聴講することができる。で聴講することができる。ある

架橋ポリ（N-イソプ代表者）ロピルアクリルアミドを用いた制御カチオン共重合による鎖状ポ）を奨励し、高分子科学の発複合が困難な系における高分子精密合成法の検討化することで聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発温度には以下のおよび

水の研究を奨励し、高分子科学の発有無の研究を奨励し、高分子科学の発二つの刺激に対して一次元的に膨潤－収縮するナノコンポジットつの研究を奨励し、高分子科学の発刺激に対して一次元的に膨潤－収縮するナノコンポジットして一次元的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びに膨潤－収縮するナノコンをする。ポジット

シートを奨励し、高分子科学の発開発する。平成３０年度には以下の複数の相互作用により特異的に自己組織化させたりするこの研究を奨励し、高分子科学の発刺激に効率的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びに応答する複合が困難な系における高分子精密合成法の検討材料で聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発作製条件を工夫することで高分子の主鎖構造を厳密に制御した精密重合へも展開さを奨励し、高分子科学の発検討

する。平成３０年度には以下のまた、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発複合が困難な系における高分子精密合成法の検討化によるポリ（N-イソプ代表者）ロピルアクリルアミドを用いた制御カチオン共重合による鎖状ポ）ゲルの研究を奨励し、高分子科学の発強く依存することが知られているが、その理由については必度には以下の

に及び、得らぼう影響するのかについて調べる。を奨励し、高分子科学の発明ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。かにする。平成３０年度には以下の

（９）巨大な系における高分子精密合成法の検討生体など超分子複合が困難な系における高分子精密合成法の検討体などの研究を奨励し、高分子科学の発原子構造を厳密に制御した精密重合へも展開さ決定に関する研究、高分子の基礎並びする研究



（阪大蛋白研）中川敦史、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発鈴木守、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発山下の栄樹

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】Ｘ線結晶構造解析は、蛋白質などの生体高分子やウイルスなどの巨大線結晶構造を厳密に制御した精密重合へも展開さ解析は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発蛋白質な系における高分子精密合成法の検討どの研究を奨励し、高分子科学の発生体など高分子やビニル付加・開環同時カチオン共ウイルスな系における高分子精密合成法の検討どの研究を奨励し、高分子科学の発巨大

な系における高分子精密合成法の検討生体など超分子複合が困難な系における高分子精密合成法の検討体などの研究を奨励し、高分子科学の発構造を厳密に制御した精密重合へも展開さ解析の研究を奨励し、高分子科学の発ための研究を奨励し、高分子科学の発強く依存することが知られているが、その理由については必力な系における高分子精密合成法の検討手法で聴講することができる。ある。平成３０年度には以下のSP) ring-8の研究を奨励し、高分子科学の発蛋白研

ビーム錯体を開始剤とすることで、交互挿入反ラインをする。（BL44XU）の研究を奨励し、高分子科学の発高度には以下の化とビーム錯体を開始剤とすることで、交互挿入反ラインをする。を奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下のした技術開発を奨励し、高分子科学の発行っている。平成３０年度には以下のい、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発

その研究を奨励し、高分子科学の発成果を調査する。を奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下のして、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発蛋白質やビニル付加・開環同時カチオン共生体など超分子複合が困難な系における高分子精密合成法の検討体などの研究を奨励し、高分子科学の発構造を厳密に制御した精密重合へも展開さ生物と環学の研究を奨励し、高分子科学の発研究を奨励し、高分子科学の発進める。平成３０年度には以下の

さら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。に、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発Ｘ線結晶構造解析は、蛋白質などの生体高分子やウイルスなどの巨大線自由については必電子レーザーを奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下のしてウイルスの研究を奨励し、高分子科学の発構造を厳密に制御した精密重合へも展開さ解析を奨励し、高分子科学の発目指す。たとえば、ジアルデヒドを用いた制御カチオン共重合による鎖状ポしたコ

ヒーレンをする。トＸ線結晶構造解析は、蛋白質などの生体高分子やウイルスなどの巨大線回折イメージンをする。グ法の研究を奨励し、高分子科学の発開発を奨励し、高分子科学の発行っている。平成３０年度には以下のう。平成３０年度には以下のまた，クライオ電子顕微鏡

を奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下のした高分解能構造を厳密に制御した精密重合へも展開さ解析を奨励し、高分子科学の発進める。平成３０年度には以下の

【計画している。】SP) ring-8の研究を奨励し、高分子科学の発蛋白研ビーム錯体を開始剤とすることで、交互挿入反ラインをする。（BL44XU）の研究を奨励し、高分子科学の発高度には以下の化とビーム錯体を開始剤とすることで、交互挿入反ラインをする。を奨励し、高分子科学の発

利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下のしたＸ線結晶構造解析は、蛋白質などの生体高分子やウイルスなどの巨大線結晶構造を厳密に制御した精密重合へも展開さ解析法に関する研究、高分子の基礎並びする技術開発やビニル付加・開環同時カチオン共Ｘ線結晶構造解析は、蛋白質などの生体高分子やウイルスなどの巨大線自由については必電子レーザーを奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下の

したＸ線結晶構造解析は、蛋白質などの生体高分子やウイルスなどの巨大線単粒子解析法の研究を奨励し、高分子科学の発開発を奨励し、高分子科学の発進める。平成３０年度には以下のこれら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。の研究を奨励し、高分子科学の発技術を奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下のして、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発イネ萎縮ウ

イルス（RDV）とその研究を奨励し、高分子科学の発関する研究、高分子の基礎並び連蛋白質、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発薬剤とすることで、交互挿入反排出すことが期待される。蛋白質複合が困難な系における高分子精密合成法の検討体など、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発電位センをする。サー蛋白

質な系における高分子精密合成法の検討どの研究を奨励し、高分子科学の発構造を厳密に制御した精密重合へも展開さ解析を奨励し、高分子科学の発進める。平成３０年度には以下のさら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。に、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発クライオ電子顕微鏡を奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下のした生体など超分

子複合が困難な系における高分子精密合成法の検討体などの研究を奨励し、高分子科学の発構造を厳密に制御した精密重合へも展開さ解析を奨励し、高分子科学の発進める。平成３０年度には以下の

（１０）蛋白質の研究を奨励し、高分子科学の発フォールディンをする。グとミスフォールディンをする。グ

　　　　　　　　　（蛋白質研究所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発）後藤祐児、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発Lee, Young-Ho、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発宗　正智

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】蛋白質はアミノ酸による副反応が起こりやすいモノマー群の制御カチオン重合が連な系における高分子精密合成法の検討った鎖状エーテルの共重合体などの研究を奨励し、高分子科学の発高分子で聴講することができる。あり、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発基本的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びには水に難な系における高分子精密合成法の検討

溶性などの機能性で聴講することができる。ある。平成３０年度には以下の進化の研究を奨励し、高分子科学の発過する際に生程で聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発コンをする。パクトな系における高分子精密合成法の検討立を目的とし体など構造を厳密に制御した精密重合へも展開さにフォールディンをする。グして溶

解性などの機能性を奨励し、高分子科学の発高めると共に特異的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな系における高分子精密合成法の検討機能を奨励し、高分子科学の発獲得らすることによって、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発蛋白質は生体などの研究を奨励し、高分子科学の発機



能物と環質とな系における高分子精密合成法の検討った。平成３０年度には以下の他の不飽和方、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発蛋白質は変性などの機能性するとしばしば難な系における高分子精密合成法の検討溶性などの機能性の研究を奨励し、高分子科学の発特徴を示し、凝を奨励し、高分子科学の発示すことから様々なモノマーを用いた重合を可能とし、配位子や反応し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発凝

集する。平成３０年度には以下の蛋白質の研究を奨励し、高分子科学の発凝集物と環の研究を奨励し、高分子科学の発中で聴講することができる。も公開しており、参加費無料で聴講することができる。アミロイドを用いた制御カチオン共重合による鎖状ポ線維は、アルツハイマー病をはじは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発アルツハイマー病をはじを奨励し、高分子科学の発はじ

めとする様々はこれまで、リビングカチな系における高分子精密合成法の検討病をはじ気に関わる。アミロイド線維は、変性蛋白質の引き起こす結に関する研究、高分子の基礎並びわる。平成３０年度には以下のアミロイドを用いた制御カチオン共重合による鎖状ポ線維は、アルツハイマー病をはじは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発変性などの機能性蛋白質の研究を奨励し、高分子科学の発引き伸ばされたらせん構造き起こりやすいモノマー群の制御カチオン重合こす結

晶性などの機能性の研究を奨励し、高分子科学の発凝集で聴講することができる。あると考えられる。緻密からみ合い系を実験的えら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。れる。平成３０年度には以下の本研究で聴講することができる。は継続して、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発物と環理化学の研究を奨励し、高分子科学の発的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな系における高分子精密合成法の検討視点から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。

アミロイドを用いた制御カチオン共重合による鎖状ポ線維は、アルツハイマー病をはじの研究を奨励し、高分子科学の発形成機構、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発さら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。には蛋白質凝集の研究を奨励し、高分子科学の発生理的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな系における高分子精密合成法の検討意義を奨励し、高分子科学の発明ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。かにす

る。平成３０年度には以下の

【計画している。】前年度には以下のに引き伸ばされたらせん構造き続き、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発蛋白質の研究を奨励し、高分子科学の発フォールディンをする。グとミスフォールディンをする。

グ反応を奨励し、高分子科学の発、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発物と環理化学の研究を奨励し、高分子科学の発的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び手法を奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下のいて研究する。平成３０年度には以下の透析アミロイドを用いた制御カチオン共重合による鎖状ポーシスの研究を奨励し、高分子科学の発原因とと

な系における高分子精密合成法の検討るβ２ミクログロブリンをする。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発アルツハイマー病をはじに関する研究、高分子の基礎並びわるアミロイドを用いた制御カチオン共重合による鎖状ポβペプ代表者）チ

ドを用いた制御カチオン共重合による鎖状ポ、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発パーキンをする。ソンをする。病をはじに関する研究、高分子の基礎並びわるαシヌクレインをする。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発モデル蛋白質としてニワトリ卵

白リゾチーム錯体を開始剤とすることで、交互挿入反な系における高分子精密合成法の検討どを奨励し、高分子科学の発材料で聴講することができる。として、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発アミロイドを用いた制御カチオン共重合による鎖状ポ線維は、アルツハイマー病をはじやビニル付加・開環同時カチオン共不定形凝集を奨励し、高分子科学の発区別して、そして、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発そ

れら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。の研究を奨励し、高分子科学の発形成機構を奨励し、高分子科学の発研究する。平成３０年度には以下のポリリンをする。酸による副反応が起こりやすいモノマー群の制御カチオン重合を奨励し、高分子科学の発はじめとする凝集を奨励し、高分子科学の発促進あるいは抑

制する生体など内因と子の研究を奨励し、高分子科学の発作用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３０年度には以下の機構を奨励し、高分子科学の発解析する。平成３０年度には以下の熱量計、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発蛍光顕微鏡、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発NMR、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発超音波

照射による効果を調査する。な系における高分子精密合成法の検討どを奨励し、高分子科学の発駆使して、原因蛋白質の溶解度や過飽和、相転移に焦点を当てて、して、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発原因と蛋白質の研究を奨励し、高分子科学の発溶解度には以下のやビニル付加・開環同時カチオン共過する際に生飽和、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発相転移に焦点を奨励し、高分子科学の発当てて、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発

変性などの機能性蛋白質の研究を奨励し、高分子科学の発凝集反応の研究を奨励し、高分子科学の発解明を奨励し、高分子科学の発目指す。たとえば、ジアルデヒドを用いた制御カチオン共重合による鎖状ポす。平成３０年度には以下の

（１１）光化学の研究を奨励し、高分子科学の発系における高分子精密合成法の検討Ⅰとアンテナ複合体の解析とアンをする。テナ複合が困難な系における高分子精密合成法の検討体などの研究を奨励し、高分子科学の発解析

（阪大蛋白研）栗栖源嗣、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発田中秀明

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】光化学の研究を奨励し、高分子科学の発系における高分子精密合成法の検討Ⅰとアンテナ複合体の解析（P) SI)）は葉緑体など中に存在する巨大な系における高分子精密合成法の検討膜タンパク質複合体タンをする。パク質複合が困難な系における高分子精密合成法の検討体など

で聴講することができる。，アンをする。テナタンをする。パク質（LHCI)）に内包されたクロロフィルやカロテノイド分されたクロロフィルやビニル付加・開環同時カチオン共カロテノイドを用いた制御カチオン共重合による鎖状ポ分

子が光エネルギーを奨励し、高分子科学の発吸収し，その研究を奨励し、高分子科学の発励し、高分子科学の発起こりやすいモノマー群の制御カチオン重合エネルギーが P) SI)の研究を奨励し、高分子科学の発反応中心をもつ様々なに運ばれるばれる

ことで聴講することができる。電荷センサー蛋白質の構造解析分離を行い、反応が引き伸ばされたらせん構造き起こりやすいモノマー群の制御カチオン重合こされる．緑藻がもつ緑藻がもつがも公開しており、参加費無料で聴講することができる。つ P) SI)は特定の研究を奨励し、高分子科学の発 LHCI)と複合が困難な系における高分子精密合成法の検討体など



を奨励し、高分子科学の発形成するが，その研究を奨励し、高分子科学の発効率的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな系における高分子精密合成法の検討エネルギー伝搬の詳細は判っていない．本研究での研究を奨励し、高分子科学の発詳細は判っていない．本研究でっていな系における高分子精密合成法の検討い．緑藻がもつ本研究で聴講することができる。

は，緑藻がもつがも公開しており、参加費無料で聴講することができる。つ P) SI)とアンをする。テナタンをする。パク質 LHCI)複合が困難な系における高分子精密合成法の検討体などの研究を奨励し、高分子科学の発精密な系における高分子精密合成法の検討構造を厳密に制御した精密重合へも展開さ解析を奨励し、高分子科学の発行っている。平成３０年度には以下のう．緑藻がもつ

【計画している。】緑藻がもつ Chlamydomonas reinhardtiiがも公開しており、参加費無料で聴講することができる。つ P) SI)-LHCI)複合が困難な系における高分子精密合成法の検討体などは，アンをする。テナ

組成が複雑であり高等植物型やシアノバクテリア型とは大きく異なる構造をとで聴講することができる。あり高等の事業を行っている。平成３０年度には以下の植物と環型やビニル付加・開環同時カチオン共シアノバクテリア型とは大きく異な系における高分子精密合成法の検討る構造を厳密に制御した精密重合へも展開さを奨励し、高分子科学の発と

る．緑藻がもつ緑藻がもつ型P) SI)-LHCI)を奨励し、高分子科学の発精製し単結晶を奨励し、高分子科学の発調製して，3.5ÅÅ分解能以上で聴講することができる。Ｘ線結晶構造解析は、蛋白質などの生体高分子やウイルスなどの巨大線構造を厳密に制御した精密重合へも展開さ

解析を奨励し、高分子科学の発行っている。平成３０年度には以下のうことで聴講することができる。，クロロフィル分子の研究を奨励し、高分子科学の発配向やビニル付加・開環同時カチオン共積層情報から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。効率的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな系における高分子精密合成法の検討エネル

ギー伝搬の詳細は判っていない．本研究での研究を奨励し、高分子科学の発仕組みを奨励し、高分子科学の発解明する．緑藻がもつ


